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分
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□ドキュメント正誤表
■注意事項
□ノウハウ
□その他

対

象

USBエンドポイントのパケットサイズに関する注意事項

M37641M8-XXXFP、M37641M8-XXXHP (Ver.3.0)
M37641F8FP、M37641F8HP (Ver.3.0)
＜デバイスバージョンの識別方法＞
Ver.3.0 : パッケージのデートコードが6桁です。 (例：103100)
Ver.4.0 : パッケージのデートコードが7桁で中央が“A”です。 (例：103A100)

7600-03-0104

１１１１１ .  .  .  .  .  現象現象現象現象現象
　あるエンドポイントに対し、そのエンドポイントの最大パケットサイズレジスタ（IN_MAXP/
OUT_MAXP）に設定した値より1少ないデータパケットが転送された場合、次に実行されるのがIN
転送であると、実際のパケットデータサイズに関係なく、1バイトサイズのパケットを転送するエ
ラーが発生します。OUT/SETUP転送であれば、このエラーは発生しません。
　この現象は、コントロール転送（エンドポント0）のSTATUSステージ、SOFパケット、または他
のデバイスアドレスへの転送に左右されません。データサイズが＜IN_MAXP/OUT_MAXP -1＞であ
る転送の次にコントロール転送（エンドポント0）のSTATUSステージ、SOFパケット、または他の
デバイスアドレスへの転送が実行されても、その次にIN転送が実行された場合はエラーが発生しま
す。

２２２２２ .  .  .  .  .  対策対策対策対策対策
　本エラーの回避策は、転送タイプにより異なります。ご使用になる転送タイプごとに、下記の回避
策を実行してください。

（1）コントロール転送（エンドポイント0）
　データサイズが＜IN_MAXP/OUT_MAXP-1＞であるパケットを送信／受信する可能性がある場合、
本現象が発生します。この場合は、IN_MAXP/OUT_MAXPに“FF16”を設定し、ホストへ報告する
デバイスディスクリプタのbMaxPacketSize0には、実際に使用するパケットサイズ（ 8／16）を記述
してください。本現象を回避することができます。
　この時、次の制限に注意してください。

・ホストがbMaxPacketSize0より大きいサイズのパケットを転送する場合、FORCE_STALLビットは
セットされず、STALL応答しないことがあります。

Ver.4.0にて改訂｝
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（2）インタラプト転送（エンドポイント１～４）
　データサイズが＜IN_MAXP (OUT_MAXP )- 1＞であるパケットを送信（受信）する可能性がある
場合、本現象が発生します。この場合は、IN_MAXP / OUT_ MAXP に“FF16”を設定し、ホストへ
報告するエンドポイントディスクリプタのwMaxPacketSizeには、実際に使用するパケットサイズを
記述してください。本現象を回避することができます。
　この時、次の制限に注意してください。

・IN/OUT FIFO は、シングルバッファモードとなります。
・IN_MAXP/ OUT_MAXP（“FF16”を設定）とwMaxPacketSize（実際に使用するパケットサイズを
設定）のサイズが異なるため、AUTO_SET/AUTO_CLR機能は使用しないでください。
・OUTエンドポイントの場合、OUT_MAXPに“FF16”を設定することでFORCE_STALLビットの
機能に制限が出てきます。ホストがwMaxPacketSizeより大きいサイズのパケットを転送する場合、
FORCE_STALLビットはセットされず、STALL応答しないことがあります。

（3）アイソクロナス転送（エンドポイント１～４）
　データサイズが＜IN_ MAXP ( OUT_ MAXP ) - 1＞であるパケットを送信（受信）する可能性があ
る場合、本現象が発生します。この場合は、IN_MAXP(OUT_MAXP) に 1/2 FIFOサイズ（送信時の
設定例：EP1 IN_ MAXP = 256（FIFOモード０選択時）、EP2 IN_MAXP = 16（FIFOモード０選択時）、
EP 3-4 IN_MAXP = 8）を設定し、ホストへ報告するエンドポイントディスクリプタのwMaxPacketSize
には、実際に使用するパケットサイズを記述してください。
　この時、次の制限に注意してください。

・IN/OUT FIFO は、ダブルバッファモードとなります。
AUTO_SET/AUTO_CLR機能は、実際に使用するパケットサイズが1/2FIFOサイズである場合のみ
使用可能です。1/2FIFOサイズ以外の場合は、IN_ MAXP/ OUT_ MAXP（1/2FIFOサイズを設定）と
wMaxPacketSize（実際に使用するパケットサイズを設定）のサイズが異なるため、この機能を使用
しないでください。
・OUT エンドポイントにおいてOUT_ MAXPとwMaxPacketSizeが違う場合、FORCE_STALLビット
の機能に制限が出てきます。ホストがwMaxPacketSize より大きいサイズのパケットを転送する
場合、FORCE_STALLビットはセットされず、STALL応答しないことがあります。
上記の設定をした後、＜1/2 FIFOサイズ(IN_ MAXP) - 1＞であるパケットを送信しないようソフ
トウエアにて制御、または、＜1/2 FIFOサイズ(OUT_ MAXP) - 1＞であるパケットを受信しない

よう、ホスト側にて制御してください。
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（4）バルク転送（エンドポイント１～４）
　バルク転送の最後のパケット（ショートパケット）において、データサイズが＜ IN_MAXP
 ( OUT_MAXP ) - 1＞であるパケットを送信（受信）する可能性がある場合、本現象が発生します。
この場合は次のA)又はB)のどちらかの回避策を実行してください。

回避策（A）
　IN_MAXP /OUT_ MAXP に“FF16”を設定し、ホストへ報告するエンドポイントディスクリプタの
wMaxPacketSizeには、実際に使用するパケットサイズを記述してください。本現象を回避することが
できます。
　この時、次の制限に注意してください。
・IN/OUT FIFO は、シングルバッファモードとなります。
・IN_MAXP/ OUT_ MAXP（“FF16”を設定）とwMaxPacketSize（実際に使用するパケットサイズを
設定）のサイズが異なるため、AUTO_SET/AUTO_CLR機能は使用しないでください。
・OUT エンドポイントの場合には、OUT_MAXPに“FF16”を設定することで、FORCE_STALLビッ
トの機能に制限が出てきます。ホストがwMaxPacketSizeより大きいサイズのパケットを転送する場
合、FORCE_STALLビットはセットされず、STALL応答しないことがあります。

回避策（B）
　バルク転送のパケットサイズが＜ IN_MAXP /OUT_ MAXP  - 1＞にならないよう、パケットの総
データ数を偶数にしてください。
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３．３．３．３．３．     現象具体例現象具体例現象具体例現象具体例現象具体例

（1） コントロール転送（エンドポイント0）によるエラー発生例
　DATAステージにおいてIN_MAXP/OUT_MAXP -1 サイズのDATAパケットが転送された場合、次に
エンドポイントIN転送が行われると、M37641M8/F8は実際のデータサイズに関係なく、1バイトデー
タのパケットを転送します。

注１) コントロール転送 D A T A ステージの次に本 S T A T U S ステージがない場合も
　　　同じです。
　２) エンドポイントxINがアイソクロナス転送の場合、ACK応答はありません。

図１．コントロール転送（エンドポイント0）によるエラー発生例

IN/OUT Token

Data
(EP0 MAXP-1ﾊﾞｲﾄ)

ACK

ホスト M37641

ｺﾝﾄﾛ ﾙー転送
DATAｽﾃｰｼﾞ

ｺﾝﾄﾛ ﾙー転送
STATUSｽﾃｰｼ゙

(注1)

IN/OUT Token

Data

ACK

IN Token

Data(1バイト)

ACK(注2)

ｴﾝﾄﾞﾎ ｲ゚ﾝﾄxIN
DATA転送

(*) エンドポイントxINの実際に
転送するパケットサイズに関係
なく、1バイトデータを転送。

　INFIFOに未送信データが残る。

(*) EP0 IN_MAXP/OUT_MAXPが
　8の時、7バイトのデータ転送

(*)ｺﾝﾄﾛー ﾙ転送DATAｽﾃ ｼーﾞの次に
STATUSｽﾃー ｼﾞがない場合も
同じです。
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（2）アイソクロナス／バルク／インタラプト転送（エンドポイントｘ IN/OUT）によるエラー発生例
　エンドポイントx IN （エンドポイントx OUT）において、IN_MAXP -1（OUT _MAXP -1 ）サイズ
のDATAパケットが転送された場合、次にエンドポイントIN転送が行われると、M37641M8/F8は実際
のデータサイズに関係なく、1バイトデータのパケットを転送します。

注）エンドポイントxIN/OUTがアイソクロナス転送の場合、ACK応答はありません。

図2．アイソクロナス／バルク／インタラプト転送（エンドポイントｘ IN/OUT）によるエラー発生例

IN/OUT Token

Data
(EPxIN MAXP-1/
EPxOUT MAXP-1ﾊﾞｲﾄ)

ACK（注）

ホスト M37641

ｴﾝﾄﾞﾎ ｲ゚ﾝﾄx
IN/OUT
DATA転送

IN Token

Data(1バイト)

ACK（注）

ｺﾝﾄﾛｰﾙ転送
DATAｽﾃｰｼﾞ

または

ｴﾝﾄﾞﾎ ｲ゚ﾝﾄxIN
DATA転送

(*) エンドポイント0(エンド
ポイントxIN)の実際に転送
するパケットサイズに関係
なく、1バイトデータを転送。
INFIFOに未送信データが
残る。

(*) IN_MAXP(OUT_MAXP) が
32の時、31バイトのデータ
転送
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図3．コントロール転送（エンドポイント0）におけるエラーが発生しない例

（3）コントロール転送（エンドポイント0）におけるエラーが発生しない例
　DATAステージにおいて IN_ MAXP/OUT_MAXP -1 サイズのDATAパケットが転送された場合、次
にSETUP転送やOUT_MAXP-1サイズでないOUT転送が行われると、M37641M8/F8は指定したデータ
サイズのパケットを転送し、エラーは発生しません。

注）エンドポイントxIN/OUTがアイソクロナス転送の場合、ACK応答はありません。

IN/OUT Token

Data
(EP0 MAXP-1ﾊ ｲ゙ﾄ)

ACK

ホスト M37641

ｺﾝﾄﾛ ﾙー転送
DATAｽﾃｰｼﾞ

ｴﾝﾄ゙ ﾎﾟｲﾝﾄ
xOUT

DATA転送

OUT Token

Data(ｴﾗｰ未発生ﾊﾞｲﾄ)

ACK（注）

IN Token

Data(指定ﾊﾞｲﾄ)

ACK（注）

ｴﾝﾄﾞﾎ ｲ゚ﾝﾄxIN
DATA転送

(*) エンドポイントxINが実際に転送
　　する正しいサイズで転送。

(*) EP0 IN_MAXP/OUT_MAXPが
　8の時、7バイトのデータ転送

(*) エラーが発生するサイズ（OUT_
　 MAXP – 1）を除くデータの転送。
OUT_MAXPが16の時、15バイト
以外(8,16バイトなど)のデータ
転送。
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図4．アイソクロナス／バルク／インタラプト転送（エンドポイントｘ IN/OUT）におけるエラーが発生しない例

（4）アイソクロナス／バルク／インタラプト転送（エンドポイントｘ IN/OUT）におけるエラーが発生
　　しない例
　エンドポイントx IN （エンドポイントx OUT）において、IN_MAXP -1（OUT _MAXP -1 ）サイズ
のDATAパケットが転送された場合、次にSETUP転送やOUT_MAXP-1サイズでないOUT転送が行わ
れると、M37641M8/F8は指定したデータサイズのパケットを転送し、エラーは発生しません。

注）エンドポイントxIN/OUTがアイソクロナス転送の場合、ACK応答はありません。
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転送

ｺﾝﾄﾛｰﾙ転送
DATAｽﾃｰｼﾞ

または

ｴﾝﾄﾞﾎ ｲ゚ﾝﾄxIN
DATA転送

(*) エンドポイント0(エンド
ポイントxIN)が実際に転送
する正しいサイズで転送。


